
歴史

　増
ますやまじょう

山城は、南北朝時代から江戸時代まで使われた城です。越中三大山城❶のひ

とつに数えられ、国の指定史跡になっています。

　増山城は、平地や小高い丘に天
てんしゅかく

守閣などをもつ「平
ひらじろ

城」

や「平
ひらやまじろ

山城」とはちがい、山そのものを土木工事によっ

て城に作り変えた「山
やまじろ

城」とよばれるタイプの城です。

日本全国の城のうち、99％以上を占めるのが山城です。

増山城は富山県を代表する典型的な山城です。

　戦国時代の山城は、山を切り盛りして、曲
く る わ

輪・土
ど る い

塁・

堀
ほりきり

切などをつくりました。こうしてできた城の構造の

ことを縄
なわ
張
ばり

といいます。また、山城は自然地形を生か

してつくられました。上杉謙信は増山城のことを「元

来嶮難之地」（もともと険しい場所である）と書状で述べて

います。

　増山城は北に亀
かめやまじょう

山城、孫
まごじやまとりで

次山砦といった支城❷を備え、

和田川をはさんで対岸に城下町がつくられました。

　増山城と城下町復元図

  　   増山城をめぐる争乱
❶ 砺波市の増山城、高岡
市の守山城、魚津市の松
倉城をあわせて越中三大
山城といいます。
❷ 本城を守るための出城
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中世のお城 お城を 10 倍楽しむために

水壕に囲まれた白壁の天守閣は、

江戸時代に入ってからのもので

す。それより以前は、斜面を削平

しただけの曲輪、土を盛り上げ

た土塁と尾根を切り込んだ堀、

そして板塀や柵などで敵の侵入

を防いだ簡単なものです。

城の多くは、ちょっと見ただけで

は普通の山としか見えません。

城をもっと楽しむために、城の作

り方とその名称を覚え、近くにあ

る城を探検してみよう。城跡に立

ち、昔に思いをはせたとき、そこ

にはきっと大きな感動があります。

曲輪 ( くるわ ) 斜面を削平した平

坦面で、その中心となるところ

を主郭という。兵が駐屯する建

物や食糧、武器などを保管する

倉庫が作られた。

櫓台 ( やぐらだい ) 主郭などの一

角に一段と高く作られた物見台。

虎口 ( こぐち ) 城への出入り口。

切岸 ( きりぎし ) 曲輪などを作る

ときにできた人工的な急斜面。

土橋 (どばし ) 曲輪と曲輪を結ぶ

橋。平城では、堀に水が入ると

敵には見えなくなるものもある。

堀 ( ほり ) 曲輪を敵の攻撃から防

ぐため、その周りに掘られた溝。

山城では空堀が多く、平城では、

水を入れた水掘がある。

堀切 ( ほりきり ) 尾根を断ち切る

ように掘られた空堀。

畝状竪堀群 ( うねじょうたてぼりぐん )

竪堀が連続しているもの。

竪堀 ( たてぼり ) 斜面をもっと急

にするために掘った溝。防御だ

けではなく、横からの攻撃に有

利。

土塁 ( どるい ) 曲輪の周りに土を

盛り上げた堤防のようなもの。
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History

　宗半塚　宗半（光重）が葬ら
れたと伝わる塚（砺波市庄川町庄

字金剛寺）
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1585( 天正 13) 年
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[ 砺波市栴檀野 ]芹谷野の戦い

上杉謙信 神保方

1576( 天正４) 年／主要地：増山城

[ 砺波市増山 ]増山城の戦い
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　増山城は、かつて「和
わ だ

田城」とよばれていました。

南北朝時代の 1362（貞治元）年には、元越中守護・

桃
もものいただつね

井直常らを攻めるために幕府方（斯波方）の二
にのみや

宮円
え ん あ

阿が和田城を守ったと

の記録があります。

　越中守護・畠山氏❶の守護代として射水・婦負両郡に勢力をもった神
じ ん ぼ

保氏は、

放
ほうじょうづ

生津城（射水市）を本拠とし、重要な支城だった増山城を 15 世紀終わり頃

に整備したと考えられます。

　1506（永正 3）年、越後守護代である長
な が お よ し か げ

尾能景（上杉

謙信の祖父）は神
じ ん ぼ

保慶
よしむね

宗と手を組み、「芹
せ り だ に の
谷野の合戦」（芹

谷の合戦）で一向一揆方と対決しますが討ち死にし、その子・為
ためかげ

景も越中に

攻め入り、戦乱が続きます。　

　1543（天文 12）年、神
じ ん ぼ

保長
ながもと

職は富山城を築き、増山城は西の支城となります。

その後、“ 越後の虎 ” とよばれた上
うえすぎけんしん

杉謙信は増山城を 3 度も攻撃しました。

　謙信の死後、織
お だ

田信
のぶなが

長勢は北陸への進撃

を強め、増山城と木舟城（高岡市）で上杉

勢と交戦しました。1583（天正 11）年、織田方の部将である佐
さ っ さ な り ま さ

々成政❷が越

中を平定しました。増山城は佐々氏の支配下となり、整備拡充が図られたと

考えられます。成政は、小牧・長久手の戦いで豊
とよとみひでよし

臣秀吉と敵対していた織
お だ

田

信
のぶかつ

雄・徳
とくがわいえやす

川家康と結んで、秀吉方の前
ま え だ と し い え

田利家と加賀・越中の国境で交戦して

いました。しかしその後、成政は戦うことなく秀吉の軍門に降り、城は前田

方の支配となりました。

　その後、利家の重臣、中
なかがわ

川光
みつしげ

重（巨
きょかいさい

海斎

宗
そうはん

半）が城主となりました。光重は不在期間が長く、実質的には妻の蕭
しょう

が城

を守り、江戸時代のはじめに廃城となったと考えられます。

増山城の歴史

芹谷野の合戦

織田勢の侵攻と佐々成政

最期の城主・中川光重

　増山城の関係年表
西暦 年号 出　来　事

1362 貞治元 二宮円阿が和田城などで桃井勢と戦う

1506 永正 3 芹谷野の合戦

1560 永禄 3
長尾景虎（上杉謙信）が越中に出兵
神保長職は富山城から増山城に逃げる

1576 天正 4 上杉謙信が増山城を攻め落とす

1581 天正 9 織田信長の勢力が増山城を攻め落とす

1585 天正 13 佐々成政が増山城を普請する

1586 天正 14
上杉景勝が上洛途中、中田で増山城主
中川光重のもてなしを受ける

1603 慶長 8 蕭が没する

❶ 河内国・紀伊国・越中国
の守護。越中国には不在だっ
たので、遊佐・神保・椎名
の３氏を守護代とした。

❷ 尾張国の武将。織田信長
の 死 後、 秀 吉 と 敵 対 し た。
家 康 に 応 援 を 求 め る た め、
冬の立山をこえた「ザラ峠
越え」が有名。
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